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　前回から合冊となり、国立国会図書館からのご指示で、あらためて書籍ナン
バーをとりなおしました。おそらく、劇的な経費の増配がないかぎり、今後と
も合冊で発行することになるでしょう。大学や大学院の学位プログラム化など
大学をとりまく環境がとにかく目まぐるしく変化する時代の潮目にあって、人
文系の研究そのものの「カタチ」も社会から問われています。しかし「不易流
行」の「不易」はそうした時代の風潮を超越して存在するものだと確信いたし
ます。そして、その成果は「直ちに」ではなく「悠かに」見えることを、ここ
に記しておきたいと存じます。
 （石塚　　修）
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